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(6) サポニンで処理したラットの下垂体前葉をヘビーメロミオシン (HMM) で処理して超薄切片法で
観察した。アクチンフィラメントはHMMに修飾されて矢尻状ないしはけば状を呈する性質があるO
HMMで修飾されたアクチンフィラメントは主に前葉細胞の細胞膜直下に分布していた。多数のアク
チンフィラメントが束をなして細胞膜直下を走っているところもあった。分泌果粒はこのアクチンフィ
ラメントの豊富な層の下に位置する場合と，この層より更に表層，即ち細胞膜の直下に存在する場合
とがあった。開口分泌による分泌果粒の放出の像は後者の場合には時々見られたが，前者の場合には
見られなかった。アクチンフィラメントはその他の細胞質領域にも見られ，分泌果粒の周囲を走る
アクチンフィラメントのうちあるものは分泌果粒の限界膜に突きささるように結合していた。
〔総括〕
(1) ラットの下垂体前葉細胞内のすべての分泌果粒や細胞内小器官及び核膜，細胞膜に細いフィラメン
トが結合しており，それらのフィラメントを介して上記のすべての膜性構造物はお互いに連結し合っ
ていた。これらのフィラメントは分泌果粒や細胞内小器官の特有な形状を維持し，細胞内での位置や
配列を規定していると考えられる O
(2) 分泌果粒に結合するフィラメント，あるいは分泌果粒同士を連結するフィラメントのうち少なくと
も一部はアクチンフィラメントであることが明らかになった。分泌果粒に結合する細いフィラメント
(アクチンフィラメントを含む)や微細管は，分泌果粒の細胞内輪送に重要な役割を果していると考
えられる。
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(3) 細胞膜直下に存在する豊富なアクチンフィラメントの層は分泌果粒の細胞膜への接近を調節してお
り，その層を通過して細胞膜直下に到達した分泌果粒のみが開口分泌によって放出されるようだ。そ
の際，細胞膜とその直下の分泌果粒の限界膜を架橋するフィラメントが両者の膜の融合に何らかの役
割を演じていると思われる。
論文の審査結果の要旨
著者は急速凍結エッチング法，免疫細胞化学法，その他の組織化学的諸方法を用いて，下垂体前葉細
胞の細胞骨格の分布とその分泌機能に果たす役割を追求した。
1 )細胞内小器官や分泌果粒は数多くのフィラメントと連結しており，またゴルジ装置や小胞体内腔に
は腔内フィラメントが存し，その位置や形態の保持に役割を果たしていることが示された。
2) 分泌果粒と微細管の聞をフィラメントが架橋していることを示し，この系が分泌物の輸送に関与す
ることを推測した。
3) 分泌果粒同士，分泌果粒と細胞膜の聞にもフィラメントの架橋があることを示し，その一部はアク
チンであり，分泌果粒放出の barrier の役目を持つことの可能性を推測した。
著者の研究は医学博士に充分値するものと認めるO
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